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研 究 主 題

主体的な活動を通 して,生 徒の学ぷ意欲,興 味 ・関心を高め,思 考力を育てる指導方法の工夫

1主 題設定の理由

現代社 会 は科学技術 の進歩 と発展 に伴 い,豊 かにな ったが,社 会 の変化 は激 しく,人 々の生

活様式 や価値 観 は多様化 し変容を続 けて いる。今 日,国 際化,情 報 化,高 齢 化 とともに,変 化

は拡大 し,加 速化 が進んで いる。また,こ の様な社 会の変化 は,学 校教育 その ものの変革 を強

く求 あて いる。

今 日,生 徒の実態をみ ると,情 報化社 会の中 にあって,知 識 偏重 の風潮 や希 薄化 した人間 関

係 が生徒 の視 野を狭 め,社 会的事象 に対 す る興味 ・関心を弱め る原 因 と考 え られ る。また直 接

経験 の不足 は体験を基 とす る思考力を弱 め,生 徒が物 事を 自分の眼や耳で正面 か ら見,考 え,

深 め,る力 を弱 くして いる。従 って生徒 は社会的事象 に対 して 「受 け身」 にな り,社 会の変 化 に

対 して主体的 に対応す る力が欠 ける ことになる。

変 化す る社 会で た くま しく生 き抜 く力を育て るため には,社 会の変化 に主体的 に対応 で きる

資質 や能 力を身 に付 けさせ る ことがます ます重要 になって いる。とりわけ,学 習 に対す る関心 ・

意欲 ・態度 は,生 徒 が生涯 を通 じて学 び続 け,社 会 に対 して積極 的に生 き抜 くために は,特 に

高 あな ければな らない重要 な資質で ある。

今 日まで,社 会科 の授業 では教材 の精選,視 聴 覚機 器の導入,実 物資料の活用,体 験学 習 の

推進 と様 々な工夫改善 が進 あ られて きた。 しか し,生 徒が消極 的で,教 師の指示 を待 っ受 け身

の姿 勢が強 くな っている中 では,授 業 に対す る興味 ・関心 を引 き出せて も,生 徒 が 自ら考 え学

ぶ意欲を育 て ることにはならない。我 々は,従 来か らの知識 ・理解 中心の教 師主導の授 業 の改善

を図 り,学 習課題 を生徒 自らが発見 し,主 体的 にとらえ,考 え,す なわ ち生徒 の主体性 を育 て る

授業展開の工夫 を進 めなければならないと考え る。

中学生 の発達段階 は,心 身 の発達 が著 しく,自 我が確立 し,物 事 に対す る興味 ・関心 と思 考

す る力が急速 に伸 び,個 性 の多様化 が一層進む時期であ る。生 徒 は自 ら課題 に取 り組 む こ とに

よ り体験 を積 み,視 野 を広 め,思 考力 を育 て,自 己の個性,能 力をの ば して いく。本研究 では,

この生徒 の特性 を生 か した授業展 開を進 あるたあ,生 徒が主体的 な活動 を通 して,学 ぶ意欲,

興味 ・関心 を高 め,思 考力 を育 て る指導方法 を工夫す るこ とに した。

生徒が主体的活動 を進 め るに当た って,基 礎的 ・基本的 内容 の徹底 を基 に,生 徒一 人一 人 の

個性を生かす課題 の設定 と活動方法 の工夫 を図 る。生徒 は学習課題 に取 り組 む ことに よ り,学

習課題を発見 し,身 近 な問題 として課題 に対す る意識を高 める。 この課題 に対す る意欲,興 味 ・

関心を基 に,よ り具体 的に様 々な社会背景 や見方考え方を考察す る活動 を進 め,思 考 力を育 て

る。 この ことによ り生徒 が社会 に対 して積極的 に対応す る力を身 にっ け ることを 目標 とす る。

以上 の観点か ら上記 の研究主題 を設定 した。研究 は下記 の通 り分野別 に進 あた。

1歴 史的分野 は,人 物学習 を通 しての指導方法の工夫をす る。

2公 民的分野 は,主 体的 な学習活動 として調査,発 表,討 議 によ り進 あ る指導 方法を工 夫

す る。
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II歴 史的分野の研究

主体 的な活動 を通 して,生 徒の学ぶ意欲,興 味 ・関心を高 め,

歴史 的思考 力を育てる指 導法の工 夫 一人物 学習を通 して 一

1主 題設定 の理 由

歴 史的分野 の学習 において,こ れまで知識 中心 の学習 に陥 りが ちで あ ったが,社 会が変 化

して いる現在,自 ら学 ぶ意 欲を高あ,思 考 力や判 断力 などを伸ばす学習 が一層求 あ られて い

る。

そ こで,歴 史上 の人物 を中心 に考察 し判 断す ることに重点 を置 いた学習 を通 して,上 記 の

主題 に迫 る ことに した。

それ は人物学習 において,人 物 の時代 とのかかわ りを調 べ る中で,生 徒が主体的に活動 し,

具体 的な興味 ・関心 を もたせ ることがで き,さ らに人物 の行動 を通 して人物 の歴史 的役割 を

発見 す ることで,歴 史的思考力 を深 め ることがで きると考 えたか らであ る。

2研 究 のね らい ・方法

(1)ね らい

ア 調査 ・発表 ・討論 を通 して,生 徒 が主体的 に活動 で きる指導法 の工夫 をす る。

イ 人物学 習を通 して,歴 史学習 に対す る生徒の興味 ・関心 を高 め る指導法の工夫をす る。

ウ 人物 の果 た した歴史的役割を理解 させ,人 物 や歴史的事象 に対す る多角 的 な見方 を育

成 し,歴 史的思考 力を高 ある指導法 の工夫をす る。

工 人物学 習を単 な る人物 その もの の理解 にとどあるのではな く,人 物 を通 して時代 の全

体を理解 させ る内容構成 となるよ う工夫す る。

(2)方 法

上 記の ね らいを達成 す るたあ,主 と して以下 の内容 の工 夫改善 につ いて研究す る。

ア 資料面 か ら人物学 習にふ さわ しく,ま た,生 徒が興 味 ・関 心 を抱 き易 い時 代 で あ る

「幕末期 」を取 り上 げ,10時 間構成で指導計画 を作成す る。

イ 多様 な学習活動 を取 り入 れ,効 果 的な学習 とな るよ う工 夫す る。

・調査活動 にあた っては,調 査 カー ドによ り調査 の ポイ ン トを明確 に し,分 担 を は っき

りさせ,班 員一人一人 が活動 で きるよ うな学習活動 を取 り入れ る。

・発表時 には発表 内容 メモを使 い,発 表班員以外 の生徒 もその人物 や時代 の学習 に主 体

的 に参加で きるよ うにす る。

・討論 や劇化 など生徒 が主体的 に学習 で きる学習活動 を取 り入 れ る
。

ウ

エ

オ

カ

キ

人物調 べを もとに歴史新聞を作成 させ る ことで,学 習 のま とめ とす る。

VTRや 写 真等の視野 に訴え る教材を活用す る。

研究 のね らいを達 成す るたあに,検 証授業 を行 い,指 導案 の改善 を図 る。

事前 と事後 に実態調査 ア ンケー トを実施 し,生 徒 の変容 を把握す る。

発表 内容 メモや歴 史新 聞 により歴史的思考力の深 ま り度合 いを把握す る。
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3指 導計画

(1)単 元名

[幕府政治 の行 き詰 ま りと開国]

② 単元 の目標

ア,幕 末期 の国家 や社 会に影響 を与 えた歴史上 の人物の学習を通 して,歴 史的事 象 に対 す

る関心 ・意欲 を喚起 させて,主 体 的に学 び続 ける態度を育成す る。

イ,幕 末期 の人物調 べや年表 ・地 図の作成 を通 して,資 料収集 ・整理 の技能 を高 め,ま た

発表 の仕方 を工夫 させ ることによ り表現力を養 う。

ウ,幕 末期 の諸事象 の因果 関係 を考 え させ,歴 史上 の人物や事象 にっ いての様 々な評価 。

見方 がで きる力 を育 て る。

エ,幕 府政治 が行 き詰 ま り,欧 米諸 国の接近 によ り社会 の変革が求 め られ,幕 府が滅亡 に

至 るまでのあ らま しを理解 させ る。

(3)指 導計画

※()は,そ の時間 に重点的 に評 価す る観点
『

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

幕末 史の概略(1) (1)坂 本竜馬 のVTRを 見 て, (1)別 紙 の年 表 を 参 照 させ,

本単 元の概 略をっかむ。 よ り具体 的 に概略 を っか ま
1

せ る 。

時
(2)略 年 表 を 完成 す る。 (2>教 科書 ・資料集 を活 用 さ

(関 心 ・意 欲 ・態 度,知 せて,個 々 に概略 を確 認 さ

識 ・理 解) せ る 。

幕末史の概略② (1)前 時 に作成 した年表 に登 (1)地 図 プ リン トを使 用 し,

場す る主 な場 所の地 図上 の 地理 的条件 にっ いて も関 心

2 位置を確認 す る。 を もた せ る。

人物学習の事前指導 ② 調べる人物の選択を班単 ② 調 べ る際の方法 ・項 目や

位で決定 す る。 注意事項 を明確 に示 す。

調べ る人物一覧
時

(関 心 ・意 欲 ・態 度,技
[大 塩 平 八 郎,ペ リー,井 伊 直 弼,

能 ・表現,知 識 ・理 解)
吉 田松陰,西 郷隆盛,徳 川慶喜]

人 物 調 べ(1) (1)班 ご とに与 え られ た 課 題 (1)適 切 な資料 を選択 で きる

3 を ふ まえ,人 物 調 べを行 う。 よ うに,援 助 す る。

時

～
人物調べ② ② 発表の準備 を行 う。 ② ね らいにそ った発 表 がで

4
き,ま た全 員 が参 加 で き る

時 (技 能 ・表現) よ うに配 慮 す る。

lj
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幕府政 治 のゆ きづ ま り (1>大 塩 平 八 郎 につ い て 調 べ (1)大 塩 の人物 像や幕府 政 治

た こ とを発 表 す る。 に対す る不 満が理解 で きる

5
(2)資 料 を活 用 して,大 塩 平

よ うな発表 を行 わせ る。

(2)当 時 の社会 の動 き と関連

時
八郎の乱 の背景や意義 にっ させ て,乱 の 内 容 や ね らい

いて 考 え る。 を 明 らか に させ る。

(技 能 ・表 現,思 考 ・判 (3)天 保 の改 革 につ いて ま と (3)VTRと プ リ ン トを 活 用

断,知 識 ・理 解) あ る 。 し簡 潔 に ま とめ させ る。

開国と不平等条約 (1)ペ リ ー に つ い て 調 べ た こ (1)世 界史 の流 れをふ まえて

とを 発 表 す る。 黒船来航を とらえ させ る。

6 (2)日 本人が来航 した外国 人 (2)似 顔 絵 を 活 用 し,話 し合

を どう感 じたかを話 し合 う。 いを させ る。

時 (3)不 平等 条約 の内容 を整理 (3>不 平 等 な点 は,南 京 条 約

(技 能 ・表 現,思 考 ・判 す る 。 を ふ まえ 簡 潔 に扱 う。

断,知 識 ・理 解)

尊王穰夷 (1)井 伊直弼 と吉 田松陰 にっ (1)両 者 の考 え方 の違 いが わ

7

いて,調 べ た こ とを 発 表 す

る。

か る よ うな発表 を行 わ せ る。

時
(2)両 者 の考 え に っ い て,話 (2)国 難 に 際 し,真 摯 に 取 り

(技 能 ・表 現,思 考 ・判 し合 わ せ る。 組 む両者 の姿が と らえ られ

断,知 識 ・理 解) る よ う に配 慮 す る 。

幕府 、倒れ る (1)西 郷 隆盛 と徳川慶喜 にっ (1)倒 幕 に際 し,様 々 な 思 惑

8
い て調 べ た こ とを発 表 し,

劇 化 す る。

や考 え が あ っ た こ とを 理 解

させ る。

時
(2)幕 府 が倒 れるまでの流 れ (2)プ リ ン トを 活 用 して,簡

(技 能 ・表現,思 考 ・判 を 整 理 す る。 潔 に ま とあ させ る。

断,知 識 ・理 解)

ま と め (1)本 単元で取 り上 げた人 物 (1)歴 史上 で果 た した 役割 や,

にっ いて 各 自で ま と あて, 立場 を踏 まえての考え や行

9

時
歴 史新 聞を作成 す る。 動 であ った ことに留意 させ

S
て,各 自 の考 え を ま と め さ

せ る。

10

時

(関 心 ・意 欲 ・態 度,技 (2)何 人かの生徒 が作品を発 ② 様 々な見方 があ るこ とを

能 ・表 現,思 考 ・判 断, 表 す る。 理 解 させ る。

知識 ・理解)
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4検 証授業

(1)本 時の主 題[尊 王捜夷]

(2)本 時の 目標

ア 井 伊直弼 ・吉 田松陰 にっ いて調べ たことを整理 して発表 させ る。

イ 発表を聞 くこ とによ り,二 人 の生 き方 ・考え方な どの違 いを考 え させ る。

ウ 発表を聞 き,意 見交換 を して い くなかで,捜 夷 ・安 政の大獄 ・桜 田門外 の変 な どの歴

史的事象を理解 させ る。

(3)本 時 の展開

時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

学習内容の確 ・前 時 の復 習 を行 う。 質問 ・意見交換 が活発 に
導入
認 ・本時 の学習形態 を確認す る。 で きる よ うに配 慮 す る 。

5分

本時の時代背 ・司会 の生徒 はペ リー来航後 の日本 の様

『

景 子 を説 明す る。

班 によ る発表 ・井 伊 直 弼 に つ い て発 表 す る。 ・両者 の生 き方の違 いが

鷹 備 響 造紙を劉
で き るよ うに発 表 させ

る。

発表後,質 問を受 け る。 ・捜 夷 ,安 政 の 大 獄,桜

展開 ・吉 田松 陰 に っ い て発 表 す る。 田門外 の変 などの歴史

40分 発 表 後,質 問 を受 け る。 的事象 に触れて い るか

意見交換 ・両 者 の生 き方 ・考 え方 の違 い ,開 国 の 確 認 す る。

是 非な どを まず班 で話 し合 い,で て き ・班 での意見交換 中 は各

た意 見を発表 し合 う。 班 を巡回 し,話 し合 い

・司会役の生徒が進行 をす る。 の進 ま ない班 を援 助 す

る 。

本時 の評価 と ・本時 の発表,意 見交換の評価を行 う中 ・評価 は人物 のま とめ方

ま と め で,本 時 の ま とめ を 行 う。 発表 にっ いて意見 交換
ま とめ

の 時,意 欲 的 で あ った
5分

か な ど につ い て行 う。

(4)本 時 の評価

ア 担 当の班 は 自分 たちの調 べた ことを整理 して発表 で きたか。(技 能 ・表現)

イ 発表 を聞 いて 自分 な りの意見 を もてたか 。(思 考 ・判断)

ウ 発表 ・意見交換 のなかで当時の時代背景 ・歴史的事象 が理解 で きたか。(知 識 ・理 解)
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(5)検 証授業 の考 察

ア 人物発表 までの学 習の まとめにっ いて

人物学習 にお いて は幕 末 に活躍 した6人 の人物を設定 し,各 班が一人 ずっ選 び,調 査

して模造紙 に まとめて い く方法を とった。その際,そ の人物の年 譜 ・行 った出来事 ・人

柄 ・考 え方 はのせ るよ うに という課題 を与 え,ま とめ方 ・発表の仕方 は各班 で考 え て行

うよ うに した。事前 に6人 の人物 を知 って いるか とい うア ンケー トを とったが,西 郷 は

知 って いる と答 えた生徒 は多か ったが,後 の5人 は知 らな いとい う生徒 が多 か った。 予

備知識が あま りない状況 で調査活動 に入 ったわけであ る。実際 に調査活動 に入 ると最 初

の うちはなかなか うま くいかなか った。まず図書室 に班 員全員 にいきわた るほどの本 が

ない。 そ うい うなかで徐 々に班長 を中心 にそれぞれの役割 分担 が決 ま り,2時 間 目に な

ると予備知識 がない分 その人物 に興味 を もって調 べ るよ うにな った。 ただ模造紙 に ま と

あ,発 表 の方法 を考 え るとな ると2時 間で は足 りず,放 課後 図書 室 に残 って活動 す るよ

うにな り,図 書室 は大 に ぎわいであ った。い ったん調 べが軌道 にの る と,も っと調 べ た

いとい う班 もあ り模造紙1枚 で は足 りない とい う班 もあ った。 また調べ た人物 に イ ン タ

ビューをす る とい う形 でま とめ るなどの工夫 もみ られた。そ うい う面 で生徒 の主 体性 が

見 られ るよ うにな った。

イ 第7時 の検証授業 にっ いて

本 時 は井伊直弼 と吉 田松陰 にっ いての発表 であ る。 この2人 は安政 の大獄 で処刑 した

側 とされ た側,幕 府側 と長州側 の人物,日 米修好通商条約 を締結 した人物 と反対 した人

物,な どの面で対比が しやす く生 き方 の違 いか ら発表後 どのよ うに思 ったか意見交 換 が

しやす いところと考え た。

そ ういうなかで検証授業 を行 ったが,発 表 に関 しては2っ の班 とも工 夫を して お り,

井伊 直弼 の班 は直弼の行 った ことか ら自分 な りに考 え,良 い面 ・悪 い面 に分けて発表 し,

安政 の大獄 を行 った理由 に関 して は,台 本をつ くり会話形式 で説 明を した。

吉 田松 陰の班 は[脱 藩を した][密 航 を試 みた][松 下村塾 の こと]を 中心 に松陰 の生

き方 を描 きだそ うと して いた。直弼の班 と同 じよ うに密航を試み る理 由の場面 は会話 形

式で行 っていた。 ともに しっか り した発表だ った。

発表後 は班 で話 し合 い意 見交換 を行 った。意見 として は直弼の方がイ ンパ ク トが強か っ

たせ いか直弼 が独断 で通 商条約 を結 んだ ことに関す る意 見が多か った。ただ独 断的 で い

けないとい う意見 だけでな く,判 断 力があ る,積 極性 があ るな どの意見 もでた。 この こ

とで人物 に対 して様 々な見方 がで きるよ うに,と い うね らいの ひとっ が達成 で きた。

ウ 評価 にっ いて

本時の授業 は,人 物 にっいて調 べた ことをいかに まとめ工 夫 して発表 したか,ま た聞

いて いる生徒 は,そ の人物 に対 して 自分 な りの意 見を もて たか,と い う点 が評 価の観 点

であ る。

結 果 と して は2っ の班 ともに工夫 を した発表 を した。 これ は調査を して い くうちに関

心 ・意 欲が強 くな り,そ の人物 をいろいろな角度 か ら見 っめ ることがで きたか らであ る。

そ して調べ た ことを うま く発表 したい とい う気持 ちにな り,発 表 の技 能 ・表現 す る力 を

一7一



高 あ て 行 っ た。 さ らに聞 いて い る生 徒 も聞 く ポイ ン トが は っ き りわ か り相 互 の 意 見 交 換

が しや す くな り,思 考 力,判 断 力 が高 ま る こ とが わか った。 ま た 発 表 中 に[擁 夷][安

政 の大 獄][桜 田門 外 の変]な ど もふ れ られ て お り,そ れ を 聞 く こ と に よ り,基 礎 的 な

知 識 ・理 解 も得 られ た 。
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5ア ンケ ー ト分 析

(1)事 前 ア ンケ ー ト分 析

申2年 生 合成 分桁 計5組

質 問1
1歴 史 が好 きです か 。

質問2・
2歴 史の授業が好きですか。

1歴 史が 好 きで すか 。

選 択肢1は い2?

ロ リ

蓬!蓼 津 繋 欝 ・

ず

毎

鳳

蜜

「
じ

謙

`

七

馬

㌦
鰯

,

知

い

"

、
転

瞬
.・ 蟻輪
協
譲
樹
"
可

寧
轟

ノ一
戸

曜

'

し
噸

甲

'

3tiOえ

鱗'

ご噂
㌧盤

蕊1ぜ

㌻
嘱臨 、調

1 2 3 ケ イ

iヶ イ90:ン 〔48.9X) 77:ン(41.8X) 且?=ン(9.2X> 184ニ ン(100.OX)
0
5xト コ68==ン(61.3X)
1

38ニ ン(34.2X) 5ニン(4、5X) luニ ンqOO.OX⊃

1オ ン †22=ン(30.1x⊃ 39ニ ン(53.4X) 12=ン 〔16.4X〕 73:ン(100、0箔)

2歴 史 の 授桑 力習好 きです か。

遡 択肢1は い2?

123

質問33
3歴 史は暗記することが多いと思いま

3い い え
.

i x 3 ケ イ

ケ イ 86=ン 〔46.7翼 〕 85ニ ン(46,2沿 13ニ ン(7.1X) 184:ンqOO.0瓢 〕

xト コ 61=ン{55.OX) 43ニ ン(38.?X) 7:ン(6.3X} tilニ ン(100.OX}
,1オ ン,

25ニ ン〔34.sx> 42ニ ン(57.SXl 6ニ ン(8.2X} ?3=ン(100.OXl

123

質問44
4歴 史小説を読むのが好きですか。

質問5
5テ レビの歴史ドラマを見るのが妊き

?
・
は

2

物人な
6
拮支

1

問
6

質

5

歴 史 は 暗 記 す る こ と が 多 い と 思 い ま す か 。

選 択肢 1 は い 2' 3い い え

: i
■

1 2 3 ケ ィ1

i ケ イ ll54ニ ン{ 83.7Y.) 22=ン 〔 12.0髭 〕 8=ン( 4.3×1 184:ン(100.0鬼 〕
ー「

才 卜 コ
■
87ニ ン〔 78.4X) t8=ン( 16.2箔 ⊃ 6ニ ン( 5.4X) 111ニ ンqOO.OX〕

i x ン r 6?=ン{ 91.8×7 4=ン( 5.5X) 2=ン( 2.7瓢) 73=ン(IOO.O瓢 〕

歴 史 小 説 を 読 む の が 好 きで す か 。

選択 絞 1は い 2' 3L, い え

i i z 3 ケ イ

: ケ イ 27ニ ン( 14.7%⊃ z2=ン( 39.1%) 85ニ ン( 4fi.2XJ 184ニ ン(100.OX〕

: 才 ト コ !9=ン( 17.1X) 47ニ ン( 42.3X) 45ニ ン( 40.5X) 111ニ ンqOO.OX)

ー 才 ン ナ 8=ン( 11,oコ Ω 25=ン` 34.2瓢) 40=ン( 54.8X) 73ニ ンqOO.0%〕

5テ レ ビ の 歴 史 ドラ マ を 見 る の が 好 き で す か.

選 択肢1は い2?3い いえ
'11

2 3 ケ イ

ケ イ
■36

=ン(is .6X) saニ ン(34.8X〕 84.ン(45.?x〕 184ニ ン(100.OX7

xト コ 2fi=ン(za.4Y.1 33ニ ン(29.7%〕 52.ン(46.8X) 111=ンqOO.ox,

才 ン, 10=ン(13.7X) 31ニ ン(42.5X) 32ニ ン(43.8X) 73ニ ン(100.OX}

6好 き な人物 は?

選 択肢1大 塙 平八 郎2ペ リー3井 伊 直弼4吉 田松 陰5西 弼隆 盛6憾 川 慶喜

t s 3 a

ケ イ 7ニン`～3.7別 4ニン7.8X) 5二)`9.8幻 イニヌ7。8幻

xfコ 6二)で16.2コ の 3.:(8.1紛 3.,(8.1幻 4=ンio.4X)

オ)ナ 1=ン7.1竃, 1ニン7.1零) 2=シ で14.3竃, 0-i(O.OZJ

5 6 ケ イ

ケ イ as`」/.ヱ 薯) アニ)`13.7別 51_(100.OX)

ー

i
オrコ 15ニ ンJG.5零, 6;ン16.?X) 37ニ シ`100.0竃,

才 ン ナ 9ニ ニ,`64.?%)
`一 山 一

1:ン7.tx) 1仁 ンdOO.0割
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す か

い い

か っ た究 は お も

は い

 

物人

肢選 択肢1は い2?3い い え

1 2 3 ケ イ

ケ イ 162ニ ン【91.SX) 2=ン{1,ix〕 13ニ ン(7,3X) 177=ンqOO、0鬼,

才 ト コ 99.if90.OX)
【 に

ン(0.9×1 iO=ン(9,1Xl 110ニ ンqOO.0瓢)

lxン, 63.if94.OX) 1ニ ン(1.SX) 3=ン(4.SX) fi7=ン`100.0男 〕

2遺 ん だ 人物 に 貝 味 雌 あ り ま し た か ◎

選 択 肢1は い2?3い い え

↑
ト

iiz 3 ケ イ

1ケ イ
「6

5ニンt36.7X) ?3ニ ン(41.2X) 39ニ ン(zx,oz) 17?ニ ン(100.0瓢}

xト コ 46ニ ン{41.8X) 38=ン(34.SX) 26ニ ン{23.6X) i10=ン`100.ox〕

オ ン † 19ニ ン(28.4粉1 35ニ ン(52.2X} 13=ン(19.4X)
167

ニンqOO.0鮒1

3友 達 と意 見 を 出 し合 う こ と が で き ま し た か 。

選 択 肢1は い2?3い い え

i i z 3 ケ ィi
. ケ イ

59=:(33.3X) Afiニン(26.0鶉) 72ニ ン(40.7X〕 177=ン(100.ox〕
1

オ ト], 35ニ ン(3L8%) 25ニ ン〔22.7%】 50ニ ン(45.SXl 110ニ ン(100.0%)

ixン ナ 24=ン(35.8x)121=ン(31.3X⊃122ニ ン(32.SX) 6?ニ ン(100.O紛

4図 書 を 使 っ て の 調 ぺ 活 動 は 楽 し か っ た で す か 。

選 択 肢1は 、・2?3、 ・い え

1 「t

2 3 ケ イ
「

1ケ イ 154=ン(87.SX) 2ニン(1.1罵 〕 20=ン(U.4%) 176=ン(100、0寛 〕
■

才 ト コ 93=ン(85.3実 ⊃ 1=ン(0.9×1 15ニ ン(13.8X) 109ニ ン(100、0鶉)

xン ナ 61=ン(91.0%〕 1=ン(LsX1 5ニ ン(7.SX) 67=ン(100.ox)

し か っ た で す か.

?2い い ∫

ビ デ 才 の 視 聴 は

肢1は い

 

5

選 択肢 1は い 2?3い い え
■

「 f 且 i 2 3
[ケ ィ

i
1ケ イ i 91ニ ン(63.6Y.)

邑

1 43=ン(30,1%) 9ニ ン( 6.3%7 1143=ン(100.0%〕 」lix
ト コ fi4ニ ン(71.9%)

塵

i 18;ン(20.2X) 7.ン( 7.9X) 89=ン(100,0鑑 〕

i才
■ ン, 27ニ ン(50.0紛 i zsニ ン(46.3X) 2ニン【 3.7×1 54ニ ンUOO.OXl 1

っ た で す か 。

 

し楽

い

る作 業班 で 模 遣 紙 に ま

肢1は い選択 肢1は い2?3い いえ

1
辱2

3 ケ イ

ケ イ 122=ン`69.7X) 3=ン(1.7X) 50.ン(28.6箔, 175ニ ン(100.0髭 〕

xト コ 71=ン`65.7%) 2=ン(1.9%) 35ニ ン〔32.4×7 108=ン(IOO.0箔)

[xン ナ 151ニ ン`76.1劉 11=ン(i.sx〕 15=ン(22.4X〕167=ン(100.ox〕

す か.は 楽 し範 衰を聞
はい

 

違友

肢

7
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中2年 生 合成 分折 計5組

質獣 物研究はおもしろか・たですか.

23

 

1

質問2
2選 んだ人物に興味がありましたか。

32
質問3
3友 達と意見を出し合うことができま
し り幽 一

一

1

閃 ・n● ・'・ ●・●o,"o'"o'"・ ●.●"

1
2含

使っての調べ活動は楽しかっを

、

-
4
鵬
 問
4

.

質

]Gd

5ビデオ
の視聴は楽しかったですか。

 

問
5

質

21
質問6
6班 で模造紙にまとめる作業は楽しか
ったですか。 一.一

1

でたつかし楽はのく聞を懸の
7
雄
問

7

質

8発表
するのは楽しかったですか。

 

悶

8

質

32

やりたいと思むをもう

1

質問9
9入 物

31

歴史の勉強に役に立つと
質問10
10人 物研
照い些すオ

質問11
11歴 史の授業は好きですか。

2



⑧ 考 察

検証授業 の事前 と事 後の ア ンケー トによ り,次 の よ うな生徒の実態 をっかむ ことが で き

た。

ア 事前 の質問1と2で,歴 史 あるいは歴史の授業が好 きで あると答 えた生徒 は約50%で

あ るが,事 前の質問4と5で,歴 史小説や テ レビの歴史 ドラマが好 きであ ると答 えた生

徒 は20%以 下 であ る。歴史 に興味 はあるが,さ らに一歩踏 み込ん で積極 的に学ぶ意 欲 が

不足 して いる。

イ 事後 の質問1で,人 物研究がお もしろか ったとい う生徒が90%を 超 え るが,事 後 の質

問2で の選んだ人物 に興味 があ った生徒 は40%以 下 であ った。生徒 は,人 物 研究 とい う

学習 に興味,関 心を示 した。

ウ 事後 の質問6で,班 で模造紙 にま とめる作業 は楽 しか ったですかという質問に対 して?

(ど ち らで もない)と 答 えた生徒 が圧倒的に少な く,楽 しくなか った生 徒 が30%近 く も

い る。30%近 い生徒を いかに楽 しく作業 に参加 させ るか が課題 であ る。70%近 い生 徒 が

班 で模 造紙 にまとめる作業 が楽 しか った と答 えて お り,作 業段 階での興 味,関 心 は高 め

られた。

工 事後 の質問7と8か らは,自 分が発表す るのは楽 しくないが,友 達 の発表を聞 くの は

楽 しいとい う実態がわか る。

オ 事前 の質問2と 事後 の質問11を 比較す る と,歴 史 の授業 は好 きであ るとい う生徒 が16

%増 えて いる。事後の質問9で は,人 物研究を もう1度 や りたい とい う生徒 が70%を 越

えてお り,今 回の人物学習 の授業の評価 は十分得 られた。

〔前杉並 区済美教育研究所鈴木 明彦 氏開発の ア ンケ ー ト分析 ソフ ト使用 〕
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7研 究の まとめ と今後 の課 題

歴史分科会 で は,「 主体的 な活動を通 して,生 徒の学ぶ意欲,興 味 ・関 心 を高 め,歴 史 的

思考力を育て る指導法 の工夫 」を主題 と して研究 を進 あた結果,次 の点 を明 らか にす る こと

がで き,ま た今後 の課題 が明確 にな った。

(1)研 究の まとあ

ア 生 徒が主体的 に活動 で きる指導法 の工夫 と して,調 査 ・発表 ・討論 を授業 に盛 り込 む

ことに よって,生 徒個人個人 で多少 の差 はある ものの,意 識の変容 がみ られた。調査 段

階 で本 の丸写 しの状 態で あ ったのが,人 前で発表をす ることにな って いたたあ,様 々 な

工夫 を凝 ら して いた。調査 ・発表 ・討論の ポイ ン トを整理 させ ることによ って,そ の後

の手順 が スムーズにな り,一 層生徒 の主体的な活動 を促 す ことになった。

イ 様 々な人物学 習を通 して,歴 史学習 に対 す る生徒の興 味 ・関心を高 めさせ ることが で

き,放 課 後 自 ら進 んで学校の図書 室や近隣の図書館 に調査に出向 く生徒がかなりの数あ っ

た。授業 にお いて も,生 徒中心 の発表形式 を とった ことか ら,生 徒 自身 の積極 的な発 言

を呼 び起 こ し,活 発 で人間味あ る授 業 とな った。

ウ 人物 の果 た した歴 史的役割 を理 解 させ ることによ って,人 物 や歴 史的事象 に対 す る多

角的 な見方 を育成 す ることがで き,さ らに歴史 的思考力 を も高あ ることが で きた。生 徒

自身が その人物 にな りきって,意 見を主張 してい くなかで,様 々な見方 ・考 え方 をす る

こと もあ った。調査 ・発表 を土台 とす る討論 の中で,幕 末史 だ けでな く,鎖 国 や幕 藩 体

制 の問題点 やその当時 の世界 のいろいろな国 の状況 などまで踏 み込 む こと もあ り,歴 史

的事 象を比較す る能力 まで高 あるこ とがで きた。

工 人物学 習を通 して,時 代全体を理解 させ ることに関 して は,人 物調 べのポ イ ン トを し

ぼ ることに よってぼや けて しま うこと もあった。その点 に関 して は導入 の段 階 に年表 で

確認 を させ ることに よって補強 した。その上 で特色のあ る人物を取 り上 げ,比 較 ・対 比

などを させ ることに よって,そ の時代の全体 像を深 あ させ ることがで きた。

② 今後 の課題

本 研究 を通 して,人 物学 習に焦点 を当て,調 査 ・発表 ・討論 を もちいて授業 を展 開す る

ことが,生 徒 の主体 的な活動 を促 し,歴 史的思考力 を育成す るうえで有効 な指導方法 で あ

ることがわか った。 この取 り組 みをよ り効果的 に活用す るためには,指 導計 画全体 の中 に

計画 的 に位置付 ける必要が ある。 さ らに女性 ・身近 な地域の人物 ・歴史 的評 価の定 ま らな

い人物 な どを取 り上 げる教材 の開発を行 い,様 々な角度か ら人物学習 を進 あた い。

授業方 法 と して は,授 業 にお ける教師の役割,司 会の生 徒 に対す る指導,発 表 しな い班

の生徒 に対 す る指 導,学 習用の図書の整備,発 表 にお ける視聴覚教材 の利用,発 表 に対 す

る適切 な助言 ・援助,生 徒の調 べ時間 ・まとめ時間の確保 な どが課題 で ある と考 え る。

評価 につ いては,事 前 と事後 に実態調査 を行 い,生 徒 の変容 を把握 し,さ らには次 回 へ

の意欲を引 き出す効果 的な計画 をたて るとともに,様 々な新 しい取 り組 みを実施 して い く

ことが今後 の課題 であ り,継 続 して研究 を続 けたい。
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皿 公民的分野の研究

生徒が主体 的に学習 し,思 考力 ・判断力が高 まる授業の工夫

一自ら課 題を見つ け,探 求 する 「政治参加」 の学習 一

1主 題設定 の理 由

公民的分野 の目標 の一 つに,「 社会的事象を確 実な資料 に基 づいて様 々な角度 か ら考 察 し,

事実を正確 にと らえ,公 正 に判断す る能力 と態度を育 てる。」 とあ る。 しか し,従 来 の授業 で

は,生 徒 は教 師か ら与 え られ る知識 や課題 を こなす ことに安心を覚 え,生 徒 自らが考 え,判 断

す る とい うことは,あ ま りな されて こなか った。そ こで,本 分科会 では,生 徒 自 らの考 えを深

め,判 断力を高 め るたあには,生 徒 の主体性 が重要で あると考え た。

まず,生 徒 が主 体的に学習す るとは,生 徒 自 らが疑 問や課題 を もち,こ れを 自 ら調 査 し解 決

して い く中で 自分の意見 をもち,そ れを発表 し,意 見交換 がで き,さ らに一 歩進み,社 会 のさま

ざまな事象 に対 し積極 的 にかかわろうとす る姿勢 ・態度を身 に付 けることであ る,と 考 えた。

また,自 分 の考 えをよ り高 め,深 めるためには,研 究成果の発表 や意見交換 を行 い,他 の人

の様 々な意 見 を聞 き,賛 同 した り意見 をたたかわせ た りす る ことが必要 であ る。

そ こで,興 味 ・関心 を もちやす く,疑 問 や課題を見っ けやす い身近 な単元 とい うことで,選

挙 の意義 を中心 に 「政治参加」 をテーマに取 り組 む ことに した。5年 後 には主権 者 とな り,実

際 に選挙権 を もち,投 票す る立場 にな る彼 らが,現 在 の選挙 の仕組 みや選挙 の もっ重要性 と現

実を知 り,現 在 の選挙 の もつ問題点 を自分 の ものと して とらえ,自 分 たちはぜ ひ選 挙 に行 こ う

とい う立場 に立 て るよ うに したい と考 えた。

こ うした ことか ら,選 挙 を題材 に学習過程 の構成 を工夫 し,課 題解決学習 の手法 を取 り入 れ

た調査活動,発 表,討 議 を一連 の流 れ とした授業方法 に取 り組む ことに した。 自ら 「課題 を設

定」 し,次 に行 う 「調査」 に対 す る興味 ・関心 を引 き出す。次 に,課 題 を 自ら調 べ る ことで主

体性 を引 き出す とともに,さ まざまな資料 やデー タを選択 し活用す る力 を養 う。次 に 「発表」

す る ことで知識 の共有 を図 ると同時 に,知 識 を よ り深 い もの にす る。 こ こまで に手 に いれ た

「知識 ・興 味 ・関心」を もとに 「討議」を行 い,「 思考力 ・判断力」 をよ り高 めよ うと考 えた。

この一連 の方法 を とることで,主 体的 に学ぶ意欲 ・態度 が育 ち,学 習活動 を通 し,成 就 感 や

満足感 が得 られ る。結 果 と して,生 徒 の思考力 ・判断力 が高 ま り,よ り主体 的に物 事 にか か わ

る姿勢 が身 にっ くと考 え,上 記の主題 を設定 した。

2研 究のね らいと方法

(1)仮 説

① 生徒 自 ら学習課題 を設定 し学習 の計画 や手だ てを明確 にす る ことで主体 的 に活動 に

取 り組 む。

② 自 ら調査 ・発表 ・討議 などの課題探究を行 うことで思考力 ・判断力 が高 ま り,社 会

的事象 に主体 的にかかわ るよ うにな る。

一14一



(2)方 法

前記 の仮説 を以下 の方法 で検証す る。

ア 単元 の学 習課程 の工夫

単元 の学 習課程 を次の よ うに工夫 した。

学習課題の設定
留意点

方 法

生 徒の実態をで きるだ け正確 にっかみ,学 習課題 を身近 な問題 と して と

らえ られ るよ うにす る。

① 実態調査を行 う。

② 関心 ・意欲を高 めるたあに多様 な学習方法をそ

③ 教 材(実 物や見本,VTRな ど)の 準備。

与

課題の探究

留意点 調 査活動が しやす いよ うな援助や ア ドバ イスを積極 的に行 う。

方 法 ① 図書館か らの団体貸出 し。

② 参 考 になる関係諸機関の一覧表 の作成。

③ 新 聞資料 の整理。

5

探究の成果の発表
留意点

指導項目

どのよ うな点 に注意 して発表すれば よいのかあ らか じめ指導 してお く。

① 寸劇 や紙芝居 な ど発表方法 を工夫 しわか りやす く,お もしろ い もの

にす ること。

② 発 表の中 に自分 な りの主張 や改善 案を はっきり出す こと。

③ 原 因を しっか りっかむ こと。

④ その問題 について,現 在 の対応 が どのよ うにな って いるの かをっ か

む こと。

ε

討議
留意点

方 法

主体的 で活発 な討議活動 にな るよ うにす る。

意見 がでな いときに はグループに分 けての討議 にす るなど工夫 す る

イ 授 業実践

次 の点 に留意 して授業実践 を行 う。

① 事前 テス ト,事 後 テス トを行 う。

② 観 察対象生徒の変化 を追 う。

③ 授 業記録を採 る。
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3指 導計画

(1)項 目 「国民 の政治参加」

② 指導 目標

ア 国民 の意思 を十分 に反映 した政治が行われ るたあ には,将 来の主 権者 であ る生徒 一 人

一人 が政治 に対す る関心 を もち,政 治学 習を通 して主 権者 で あるとい う自覚 を高 め る こ

とが大切 である ことがわか る。

イ 選挙 は国民 の意思 を政治 に反映 させ るた あの主 要な方法であ り,議 会制民主主義 を 支

え る ものである ことを理解す る。

ウ 国民 の意思 が表 れ るものが世論 であ り,そ の世論 に大 きな影響 をあ たえ る ものが マ ス

コ ミュニケー ションであ ることに気づ く。

工 議会制民主主義 の運用上重要 な役割を果 た して いる もの に政党があることを理解す る。

(3)指 導計画

主 な 学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

第

1

時

第

2

時

第

3

時

第

4

時

第

5

時

事 前 ア ンケ ー トを行 い,生 徒 の知 識 ・理 解 の 様子 を知 る。

[政 治、特 に選挙 に対す る関心 を もたせ る]

① 地元 の選挙管理委員会 の人を呼んで話を聞 くか,ま た はVTRで 録画 した ものを

見 る。

② 感想 や疑問 をま とあ る。

[個人 の課題づ くりコ

① 第1時 の感想 や事前 ア ンケー トの結 果 などを発表 す る。

② 教科書や資料集 など も活用 して,気 にな った ことや疑問に思 った ことを調 べ る。

③ 調べ た結果か ら課題を決 め,短 冊 に書 く。

[グ ループの課題づ くり]

① 第2時 の短冊を貼 り出す。

② 短冊 を参 考 に して,も う一度課題 を個 人で考 え直す 。

③ 班 ごとにな って 自分の学習課題 を発 表 し合 い,話 し合 う中で班 と しての課題 を1

つに しぼ る。

[調査方法 の決定 ・調査計 画の作成 ・調査活動 コ

① 班 ごとに どの ような調 査を行 うのか,ま た仕事 の分担 などの調査計 画を立 て る。

② 計 画に基 づ いて調 査活 動を行 う。

[発表方法の決定 ・調査のまとめ ・発表の準備]}

① 班 ごとに どρ ように発 表す るかを話 し合 い

② 調査 の まとあを行 う。

③ 発表 の準 備を行 う。

発劾 法敏 め・役割頒 を行う■

1

4

」
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第

6

時

第

7

・
8

時

[調 査結果 の発表]

①1班 か ら順 に発表 を行 う。発表 には各班 の主張 を盛 り込 む。

② 各班 の発表 ごとに,わ か らない語句 ・内容 につ いて質疑応答 を行 う。

③ 各班 の主張 のポイ ン トを ワー クシー トに記録 してお く。

[各班 の主張 に対す る討議 、ま とあ]

① 各班 の主張 を確認す る。

② 各班 の主張 に対す る意見 を述 べあ う。

③ 感想を書 く。

④ 事後 ア ンケー トを行 い,事 前 とどのよ うに変化 したかを確認す る。

(4)評 価の観 点

① 課 題の探求や解決 に進ん で取 り組 み,協 力す ることが で きたか。(意 欲 ・態度)

② 自分 との関わ りを考 え,国 民 の政治参加 にっ いて興味 ・関心 を もっ ことがで きたか。

(関心 ・意欲 ・思考)

③ 国民 の政治参加 のあ り方 にっいて自分 の考 えを もっ ことがで きたか。(思 考)

④ 主権者 と して の自覚 を もち国民 の政治参加 にっ いて適切 な判断 が行 え たか。(判 断)

⑤ 学 習課題 にっ いて資料 を適切 に活用 し調 べ,分 か りやす く発表す ることがで きたか。

(資料 の活用 ・表現)

⑥ 課題 の探求や発表 を通 して,選 挙,政 党,世 論,マ スコ ミュニケー シ ョンなどの仕組

みや働 きにっ いて理解す る ことができたか。(知 識 ・理解)
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4検 証授業

〈 第1時 〉 政治,特 に選挙 に対す る関心を もたせ る

(1)本 時 の目標

ア.選 挙管理委員会 の人 の話 を聞 き,単 元 に対す る興味 ・関心を もっ。

イ.周 囲 の人 の意 見を聞 き,自 分 の考 えを具体的 に して い く。

(2)展 開

時

導
入
10
分

展

開

30

分

ま

と
め
10
分

学習活動 ・学習 内容

1.事 前 ア ンケ ー トに答 え る。

指 導 上 の 留 意 点

選挙 につ いて知 って い ることを発表 しよ う

〈予想される生徒の発言〉

。青島氏が都知事になった。

。宣伝カーが名前を連呼,等 。

2.選 挙管理委員会へ取材 したビデ

オを全員で視聴す る。

★あまり深入 りを しない

評価の観点 資料

話の内容や疑問に思 ったことを質問できるようにメモをとろう

3.疑 問点を質問する

話の内容で疑問に思った ことを発表 しよう

〈予想 され る生 徒の発言〉

。不在者投票 はどうや るのか、

。なぜ ,投 票率 が下 が って きた

のか,等 。

4.自 分 の感想 を ま とめ,他 の

人の感想を聞 く。

★語句に関する質問は教師が

答えるがその他にっいては

自分で調べるように促す。

本時の話を聞いて自分の感想をまとあよう

他の人の感想を聞こう
★各人が選挙にっいてどのよ

うなことを感 じているかを

互いに確認 しあえるように

配慮する。

・事前学習 テス ト

知 識 ・理 解

◎選挙 につ いて どれ くらい

の知識 を もって いるか

関心 ・意欲

◎意欲的 に発表 しよう とす

る姿勢 が見 られ たか

・取材 ビデオ

・テ レビ

・ビデオデ ッキ

・ワー ク シー ト1

関心 ・意欲、 資料活用

思考 ・判 断

◎ ビデオを見て,疑 問点 や

問題点 を メモ しよ うとし

てい るか。

思考 ・判 断

◎選挙 につ いて の問題点 を

多面 的 にと らえて考 えて

いるか。

関心 ・意欲 、思考 ・判 断

◎ 自分 の意 見 を しっか りと

考 えて いるか。

◎ 人の意見を しっか りと聞

いて いるか。

(3)評 価

ア.選 挙 につ いて,学 習 意 欲 の向 上 が 図 れ たか 。

イ.周 囲 の 人 の 意 見 を聞 き,自 分 の考 え を具 体 的 にす る こ とが で き たか 。
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〈第7時 〉 各班 の主張 に対 す る討議

(1)本 時の 目標

ア.主 張に対 す る討議を通 じて,選 挙 に関す るさまざまな問題 や世論 とマ スコ ミ,政 党 に

っいての理 解を深 める。

イ.発 表内容 を正確 に聞 き取 り,そ れ に対す る自己の意見 を,確 実 な資料 に基 づ いて論 理

的に述 べ る。

(2>展 開

時 学習活動 ・学習内容 指 導 上 の 留 意 点 評価の観点 資料

導 1.前 時末の各班の主張の ポイ ン トを ★要点を整えて掲示する ・前時末に各班か

入
5 確認 す る。 ら提示された主

分 2.自 分の質問事項を ワーク シー トで 張 ポ イ ン トカ ー

確認 す る。 ド

関心 ・意欲
各自の質問事項を確認 しよう

1
◎前 時 ワーク シー トに

3.各 班の主張に対する討議をする
質問事項があるか。

関心 ・意欲

できるだけ資料を使って質疑応答 しよう ◎発言が活発か。

知識 ・理解

〈予想 される生徒の発言〉 ★進行役として主体的討議とな ◎政治経済用語が正し

①選挙に行こう! るよ う心が ける配慮す る。 く使われた討議になっ
展 。宝 くじああてでいい選挙がで きるか, ★既習の政治経済用語が正 しく て い る か 。

開 等 使われるよう配慮する。 資料活用

35
②1票 の格差 をな くそ う! ★各種資料に基づいた議論にな ◎資料を十分に活用 し
。平等な選挙区割 りはできるのか,等 るよ うにす る。 て いるか。

分 ③選挙 とは! ★5年 後の有権者という意識を ・教科書 ・資料集

。政党の役割を教えて欲 しい,等 もたせる助言を心がける。 ・各班用意の資料

④選挙区制について ・新 聞

。財力のある人だけしか立候補できな ・行政広報等

いのか,等 思考 ・判断

⑤マスコミの役割 と問題点 ◎さまざまな角度か ら
。報道 は公正 か ,等 。 政治参加の意義を考

4.自 分 の考 えを まとあ る えて い るか。

ま ・前時 と同 じ問 い

奏 政治参加にっいて,自 分の考えをまとめてみよう
を含む ワークシー

io
ト

分 5.事 後 ア ンケ ー トを 行 う。 ★正直に書かせる。

(3)評 価

ア.選 挙 ・マ ス コ ミ ・政 党 に つ いて さ ま ざま な 視点 か ら考 察 で き たか 。

イ.あ ふ れ る情 報 を適 切 に 自己選 択 す る こ とが,公 正 な 世 論 の 形 成 の 礎 で あ る こ と に気 付

い たか 。

ウ.正 確 な意 見 聴 取 と確 実 な 資料 に基 づ く自己主 張 が展 開 で き たか 。

エ.選 挙 の重 要 性 が理 解 で き,"5年 経 った ら選 挙 に行 こ う!"と 思 っ た か 。
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5検 証授業 の考 察

調査 ・発 表 ・討議 という学習形態で8時 間構成 で授業 を進 あてい ったが,こ こで は,指 導計

画全体 にっ いての考察 を述べて いきたい。

第1時 の導 入で選 挙管理委員会か ら借 りて きた ビデオ,7月 に行 われた参議 院選挙 の氏 名等

掲示,日 頃か ら使用 して いる資料集 を用 いたが,生 徒 は投 票率 の低 さや,数 多 くの政党 が あ る

ことな どを知 り,興 味,関 心 を もっ と同時 に問題意 識を もち得 た ことは次 時以 降 の調査活 動 を

意欲 的な もの に した要因 といえる。本来の計画で は選管 の方 に来 て いただ く予 定で あ ったが,

それがで きず残念で はあ ったが,導 入の大切 さをあ らたあて認識 す るとと もに,多 様 な学 習活

動 が必 要であ ると感 じた。

調 査活動 は非常 に積極的 に行 われ,図 書館 に行 くの は勿論 の ことで,選 挙管理 委員会 に出 向

くもの,新 聞社,あ るいはテ レビ局 などに電話す るもの と多彩 であ り生徒 た ちの行動力 に は驚

か された。

学校 にお いて は調査 の時間 と して確保 したの は1時 間だ けであ ったが,生 徒 はよ く資料 を集

め,各 班 が発表の ための原稿作 りや,模 造紙 への記 入な ど有効 に使 っていた。 しか し,中 に は

思 うよ うに資料が集 ま らず,ほ とん ど何 もで きずに1時 間を終 えて しまった班 もあ った。

発表 において は,次 時以降の討論をよ り活 発な もの と し学習 内容 を深 めて い くため,各 班 の

もった課題 に対 しての主 張 や具体策 などを提示す るよ う指導 した。 い くっか例 を あげる と,投

票率 をあげ るための 「選 挙宝 くじの採 用」「投票 日を1日 増やす」 や,1票 の格 差 を な くす た

め約9,200万 人の有 権者 を500(衆 議院 の定数)で 割 り,「 議員1人 当 りの有権 者 の数 を一 定 に

す る」 あ るいは,政 治 に関心を もっ ため 「1日1時 間 はニ ュースを見よ う」な どユ ニー クな提

案 もあ った。 また寸 劇を行 い選挙制 度 にっ いてお も しろおか しく説 明 し発表 を盛 り上 げた班 も

あ った。討議 で は,主 張や具体策 などが はっきり して いるので,日 頃あま り発 言 しない生 徒 も

積極的 に討議 に加 わ り,生 徒 同士 の活発 な意見交換 がで きた。例 えば 「選挙宝 くじ」 とい う方

法 にっ いて の話 し合 いで も,は じめ は方法論 と して有効か とい う問題 のみであ ったが,討 議 が

進 む にっれ て,「 はた して,そ ん なことで行 う投票 が意義 があ るの か?」 とい う本質 の問 題 に

まで及ぶ よ うにな った。

い くっか生徒 の感想 を紹介 す ると

○ 「今の政治 で国民 の意志 が反映 されていないのは,国 民が代表者 を選ぶ(選 挙)判 断力 が欠

けて いる ことも大 きな問題 だ と思 いま した。 また,選 挙で投票率が少 ない ことも原 因の一 っ な

のだ と思 います 。国民一人一人 が政治 をか えて いこ うとい う気持 ちを持っ ことが大切 です。 何

に も行動 を起 こさなか った ら変 わ らないけど選挙 に行 くよ うにす るとい う,小 さい ことだ け ど

みんなでやれ ば大 きな ことにな って返 って くるんだ と思え るようにな りま した。」

○ 「私 も現代 の20代 の人達 と同 じよ うに政治 にあまり関心 が なか った。 で もこの勉 強を して い

くうちに私 たち もちゃん と政治 に関心を もち,投 票 にいかな いと,い っ まで た って もよい政 治

にな らない とい うことが わか った。だか ら20才 になって選 挙権 が持て た ら,必 ず投票 しにい こ

うと思 います。」

○ 「調査 ・発表 ・討議 」 とい う形でや る ことによって 自分 自身で勉強す る姿勢が身にっき良か っ

たと思 います。社 会 に興味を もつ よ うにな り勉強 も楽 しくな りま した。討 議で は自分 の気付 か
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な い と ころ に他 の 人 の意 見 が あ り,と て も役 に立 ちま した 。」

これ らの感 想 か ら もわ か るよ う に調 査 ・発 表 ・討 議 とい うことを通 して,社 会 的 事象 に興 味 ・

関心を持 ち,実 生活 に反 映 させよ うという姿勢 が うかがえ,気 持 ちの変 容が見 られた。さ らに,

討 議が活発 に行 われ ることによ って人の意見 を聞 き,ま た 自分 の意見 をま とあて い くとい うこ

とで確実 に思考力,判 断力 の高 ま り も見 られ,本 研究 のね らいを達成 す るたあに有効 な学 習 方

法 で あ った といえよ う。

最 後 に こうした授業 を通 してあ らたあて感 じた ことは,教 師が生徒 とどの よ うにかか わ って

い くか とい うことであ る。教 師が司会役,ア ドバイザーとして徹 しなければ真 の討議 にっなが っ

ていか ない。 このよ うな授業 をよ り意義 あ るものにす るために生徒理解 の うえに立 って,学 習

材 の研究や授業 の構想 をす る教 師の役割 はさ らに大 きくなる といえ よ う。

事前 テス トの質問事 項

1,あ な たは新聞を読 みますか。

Aほ とん ど毎 日B週 に何 回かCと きどき Dほ とん ど読 まない

2.あ なた はテ レビの ニュース番 組 をみますか

Aい つ も見 るニ ュース番組 があ る。

Bニ ュー ス番組 を さが して見 ること もあ る。

Cニ ュースをや って いると きは見 る。

Dほ とん ど見ない。

3.政 治 につ いてのニ ュースに関心 はあ りますか。

Aと て もあ るB関 心 は持 っているCあ ま りな い Dほ とん どな い

4.「 国民主権 」とか 「政治 を動 かす のは一人 一人 の国民 で ある」

といいます が、今 の政治 で 「これが政治 を動 か して い く国民のカ

だ」といえ るものや、 あなたが実感 した出来事 などが あればあ げ

て くだ さい。

5,政 治 のや り方 でおか しいと思 うこと(た とえ ば官官接待 のよ う

な税金 の使 い方 な ど)が あった ときに、一人 の国民 と してあなた

はど うして い こうと思 います か。

ア そんな に気に もな らないので特 に何 もしな い。
イ 何 を した らよいかわ からないので特 に何 も しな い。

ウ 何 かを したい。で も何を して よいのかわか らない。

エ()の よ うな ことをす る。

事後 テス トの質 問事 項

1.授 業を終えて、新聞 やテ レビのニ ュース番組 につ いての 関心の

持 ち方はかわ りま したか。
Aも ともとよ く見 ていたが 、よ り関心 を持 って見 るようにな っ

た。

B今 まではあ まり見 ていな かったが、見 るよ うになったと思 う

C今 まではあ まり見 ていな かったが、見 たほ うが いいな と思 う

よ うにな った。

D今 まで とあ まり変 わ らな い。

2.授 業 を終 えて、政治 や選挙 にっ いて関心 を持 っよ うにな りま し
たか。

Aと て もあ るB関 心 は持っ よ うにな ったCあ まりない

Dほ とんどな い

3.事 前 テス トの4と 同 じ

4.事 前 テス トの5と 同 じ

5.「 国民 の政治 参加」で これか ら も調 べてみ たい課題 を書 け。

6.調 査 を した り、発表を 聞いて話 し合 いをす るこ とで 「国民の政

治参加 」にっいて どの よ うな意見 を持 っ ようにな りま したか。

7.調 査 ・発表 ・討論 とい う授 業 にっ いて感想 を書 いて くだ さい。

事 前 テ ス トと 事 後 テ ス トに 見 ら れ る'生 徒 の 変 容
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社 ・会・科(公 民 的 分 野)授 業 プ リ ン ト

窒年 継 番 」タ 氏 名
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(工細

・政党の役割

・選挙管理委員のお もな仕事

・選挙運動にはどう してお金がかかるのか

・一票の重 さというのは何故おこるのか(一 票の格差の問題)

・何故、選挙区に違 いがあ るのか

・公職選挙法 とはど ういうきま りか

・比例代表制では自分が希望する人に投票 できないのではないか

・選挙公営や選挙 区制などいろいろなきまりの こと
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6研 究 の ま と め と今 後 の課 題

(1)研 究 の ま とめ

今 回 の 研 究 に よ って 明 らか に な った こ とに つ い て,研 究 仮 説 に そ って ま とあ る 。

仮説 ① 生徒 自 ら学習課題 を設定 し学習 の計画 や手 だてを明確 にす ることで主体 的 に活

動 に取 り組 む。

① 単元 に入 る前 に政治 に関す る意識調査 を行 った ことは,生 徒 が政治 との関 わ りを考 え

て い く上 で有効 であ った。特 に,政 治 を動 か してい るのは国民一 人一 人で ある ことは知

識 の上 ではわか ってい るが,実 際 の感覚 として は国会議員 や総理大 臣 との意識 が強 く,

生 徒 たちに も自分 の中での意識 の ズ レが感 じとられ,解 決 しよ うとす る意 欲が促せ た。

② 生徒 自 らが学習課題 を設定す るためには,生 徒 の生活経験 か ら思考 で きる ものや生 徒

が疑似体験 のできる学習材 を導入 に用 い ることが必要 であ る。本研究 で は,選 挙管 理委

員 会 に行 き,選 挙管理委員会 の人の話 を ビデオに収録 させ た。そ こで説 明を受 けた こと

や体験 した ことによ って生徒 は 「選挙」 を身近 に感 じることがで き,学 習 に対す る意 欲

の高 ま りが見 られ た。また,そ れ以外 で も選挙管理委員会 で貸 出を して くれ る投票 箱 や

記載 台 などを利用 して選挙 を疑似体験 させ る ことも意欲を高 め る上 で は有 効で あろ う。

③ 個 人での課題設定 のたあの時間 や グループでの課題設定 のための時 間を十 分 に確 保 し

た。生 徒一 人一 人 がいだいた問題意識を大切 に,予 想を考 えさせ る ことに よ って学 習意

欲 が高 まり,調 べてみ よ うとか聞 きに行 って みよ うとい う意欲 の高 ま りがみ られ た。

仮説② 自 ら調 査 ・発表 ・討議 などの課題探求を行 うことで思考力 ・判断力 が高 ま り,

社 会的事象 に主体的 にかかわ るよ うになる。

① 生 徒 一 人 一 人 の 思考 力 ・判 断 力 を 高 め るた め に は,個 人 の 考 え を 大 切 に しな が ら,グ

ル ー プ で討 議 を す る こ とで さ らな る課 題 を 設 定 し,新 た な 課 題 に対 して 追 求 ・討 議 活 動

を す る授 業 法 は有 効 で あ る。 生 徒 の 感想 と して,「 だれ が 当選 して も国 は 変 わ らな い,

と い う理 由 で選 挙 に行 か な い人 が 多 い と私 も思 って いま した 。 そ の 原 因 と して,選 挙 で

選 ぶ と きの正 確 な判 断 が必 要 な ん だ と思 い ま す 。 そ して,当 選 者 が 国 を 変 え るの で は な

く,国 民,私 た ち一 人一 人 な ん だ と思 い ま した 。」 「国民 一 人一 人 が政 治 を 変 え て い こ う

とす る気 持 ち を持 っ こ とが大 切 です 。何 も行 動 を起 こさ な か った ら変 わ らな い け ど,選

挙 に行 くよ うにす る とい う小 さ な こ とだ け ど,み ん なで や れ ば大 きな こ と に な って 返 っ

て くる の だ と思 い ま した 。」 と あ るよ うに,生 徒 一 人一 人 が 選 挙 を 自分 の こ と と して 考

え,判 断 す る よ うに な った。

② 調 査 を 進 めて い く上 で,実 際 に多 く利 用 した場 所 は学 校 の 図書 室 で あ っ たが,調 査 の

た あ の 手 だ て と して 選 挙 管 理 委 員 会 や公 立 の図 書 館 の書 籍 な どを紹 介 した。 そ の結 果,

生 徒 自 らが,足 を運 び話 を聞 く こ とに よ って,さ らに考 え て い こ う とす る姿 勢 が形 成 さ

れ た 。

③ 討 議 に は い る前 に,各 グ ル ー プ に 自分 た ち の主 張 を 再 度 整 理 させ 発 表 させ た。 そ れ に

よ って,各 グル ー プ間 の意 見 の 対 立点 が 明 確 と な り討議 が活 発化 され た。 また,各 グル ー
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プの主張 の後 に,個 人で考え る時間 とグループで考 え る時間 を とったが,自 分の考 え を

整理 し,他 の者の意見を参考 に して 自分 の考 えをよ り深 めてい く上 で有効 で あ った。

② 今後 の課題

調査 ・発 表 ・討議活動 を通 して思考力 ・判断力 を高 めてい く学習 を進 めて い く上 で次

の ような課 題が明確 にな った。

① グルー ピングの問題

今回 は,グ ループを学 級の生活班 と したが,個 人 の考 えを大切 に して い くた めには,

同一課題 を追求す る生徒で編成す るな どグループの形成 を さらに工夫する必要があ った。

② 課題 の絞 り込み の手だて の問題

あ るグループは 「選挙 とは」 という課題 を設定 していた。課題 が広範 囲であ ると と も

に,調 査 内容 も多岐 にわた って しまったため,発 表全体 がま とま らな くなって しま った。

個人 の課題 設定 の段 階や グループでの課題設定 にお いて有効 な手 だてを考 えて いか な け

ればな らない。 また,主 体的に生徒 が学習 を進 めて い く上 で,教 師の役割 はど うあ るべ

きかを今後 も検討 して いかな ければな らない。

③ よ り充実 した発表 ・討議 の方法 の問題

今回 は生活班(5班)す べて発表 を行 い,す べて の課題 に対 して討議 を行 った。 そ の

結果,発 表 ・討議 の時 間が十分 に確保 で きず,ま だ,自 分の意見 を言 い きれなか った生

徒 もいた。また,発 表 の内容 を聞 き取 れなか った りメモ しきれ なか った生徒 もいた。 発

表す る班 を減 ら し,発 表 内容 を深 あさせた り,討 議す るテーマを絞 り込 む ことなど も必

要 であ った。発表 や討議 をよ り深 めて い くにはど うした らよいか工夫 してい く必要 が あ

る。

④ 評価 の問題

評価基準 を考 え ることはたいへん重要 なことで ある。生徒の思考力 ・判断力 の高 ま り

は生徒 の資料 か らも判断 で きるが,そ れを評価す るための基準が必要 であ った。 自 己評

価 や相互評価 を取 り入 れる ことは これ までの研究で も行われて きた。 さらに今後 は生 徒

に こうな って欲 しい とい う価値観 を含 んだ評価基準を明確 に して い くことも必要である。
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